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『在宅医療チームスタッフのための必携薬剤手帳！』

看護学生に薦めたい 
多職種コミュニケーションを 
繋ぐ“薬の知識”
著：松村真司・下田泰彦・山寺慎一／定価：2,100 円（本体 2,000 円＋税 5％）
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評者：秋山正子　㈱ケアーズ白十字訪問看護ステーション統括所長

コンパクトにまとめられたこの本が世に出た。

地域リハビリテーションに関わるセラピスト向け

の雑誌『地域リハビリテーション』に連載されてい

たのを，在宅医療に関わるすべてのスタッフ向け

にとの思いから，ポケットに入るサイズの大きさ

と見やすさで編集されている。執筆者の松村真司

氏は東京都世田谷区で家庭医として地域でプライ

マリ・ケアを担う若手医師。下田泰彦氏も世田谷

区にあるクリニックで在宅医療に従事，山寺慎一

氏も大阪でチーム・ケアを重要視した外来診療と

在宅医療を行っている，まだ 40歳前の第一線で

実践活動を行う医師たちの秀作である。

在宅医療は慢性期，維持期の状態が多く，薬の

投与は必須であり，その使い方，ことに量や用法や，

副作用の発現を見逃したり，相互作用の結果を見

落とすと，逆に介護状態を悪くする結果を招くこ

とがある。在宅で仕事をするものにとって，なん

だか元気がない，よく立ちくらみを起こして転倒

すると思っていたのが，降圧剤の効きすぎだった

りといったことをよく経験する。看護師はそういっ

たことをきちんと観察し，連携している医師に情

報発信しなくてはならないが，薬物文献集を常に

持参することは難しく，こういったコンパクトの

ものがあれば，訪問先でもちょっと確かめること

ができるし，本人・家族の訴えや，介護者のヘル

パーさんなどとも情報交換がしやすい。観察した

身体症状が，薬物との関連はないかという視点は，

上手に訴えることのできない高齢者や，障害者の

代弁者として，処方を出している医師や，調剤を

した薬剤師との間を調整する看護師としては重要

な役割であると常々感じているので，こういった

事例を挙げてわかりやすく解説された本はありが

たい。1項目ごとに「これがポイント！」とサマリー

のように載っているのも，急いでいる時は，まず

はサマライズした内容を見ることができて便利で

ある。目次と索引をうまく活用して，自分の探し

ているところにたどり着きやすい。「総論にかえて

─鼎談の席から」が序文の後に載っている。こ

こに，薬を通したコミュニケーションとして，多

職種とのコミュニケーションを図る時にも，薬の

知識があればもっとスムーズに運ぶこともあるし，

生活の中で見えることを処方する医師にも伝える

ことで，対象者の QOL向上に役立つこともある

話が載っている。看護学生にもこういった在宅医

療の実践者である医師が発信する薬の知識を，具

体的な事例から学ぶことで，在宅医療現場の理解

も深まるのではないかと考える。看護教育の場に

も，学生向けの参考図書としても，ぜひ備えてお

きたい 1冊である。ぜひ，図書館に納めたらとお

薦めする。在宅現場のスタッフには，個人用とし

て活用できる一冊である。ケアマネジャーやヘル

パー事業所にも薦めたいと思っている。

2026/09/13 11:16:27


